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「
人
間
を
四
六
時
中
、
脅
威
に
さ
ら
す
危
険
に
は
、
人
間

は
さ
し
て
注
意
せ
ず
」。
古
代
ロ
ー
マ
の
詩
人
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ

ス
に
よ
る
警
鐘
で
あ
る
。
ま
れ
に
し
か
起
き
な
い
危
険
に
は
、

皆
が
敏
感
に
な
る
。
し
か
し
、
危
険
が
日
常
に
な
っ
た
時
、

皆
が
鈍
感
に
な
る
―
―
と
、
そ
う
告
げ
て
い
る
。
津
波
は
た

ま
に
し
か
起
き
な
い
。
だ
か
ら
皆
が
警
戒
す
る
。
津
波
の
原

因
の
ほ
と
ん
ど
は
地
震
で
あ
る
。
よ
っ
て
地
震
が
起
き
れ
ば

津
波
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
地
震
が
当
た

り
前
の
国
土
に
私
た
ち
は
住
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
油
断
は
な

か
っ
た
か
。 

 

民
間
気
象
情
報
会
社
「
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
」
が
十
八
日
、

全
国
の
約
三
万
七
千
人
に
東
日
本
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
際

の
行
動
に
つ
い
て
尋
ね
た
調
査
結
果
（
速
報
版
）
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
震
発
生
か
ら
大
津
波
警
報
な
ど
の

津
波
情
報
を
知
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
、
全
国
平
均
で
十

七
分
。
こ
の
う
ち
海
岸
近
く
に
い
た
人
は
約
十
六
分
だ
っ
た
。

対
し
て
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・

茨
城
の
五
県
で
海
岸
近
く
に
い
た
人
は
約
二
十
三
分
。
全
国

平
均
よ
り
も
六
、
七
分
遅
か
っ
た
。
ま
た
五
県
で
海
岸
近
く

に
い
た
人
に
大
津
波
警
報
に
対
す
る
行
動
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
高
台
へ
逃
げ
る
」「
海
岸
か
ら
離
れ
る
」
な
ど
の
具
体
的
な

避
難
行
動
を
取
ら
ず
、
何
も
し
な
か
っ
た
人
（
警
報
を
知
ら

な
か
っ
た
人
を
含
む
、
た
だ
し
既
に
安
全
な
場
所
に
い
た
人

を
除
く
）
の
割
合
が
三
二
％
に
上
っ
て
い
た
。 

 

津
波
の
死
者
・
行
方
不
明
者
数
が
二
百
人
近
く
に
達
し
た

「
北
海
道
南
西
沖
地
震
」（
一
九
九
三
年
）
以
来
、
日
本
で
は

十
八
年
も
大
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
は
出
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
も
東
北
地
方
は
日
常
の
避
難
訓
練
や
日
本
一
の
防
潮
堤
な

ど
、
津
波
へ
の
備
え
が
最
も
進
ん
だ
地
域
で
あ
っ
た
。
今
回

の
地
震
は
、
津
波
の
第
一
波
到
達
が
地
震
発
生
時
か
ら
十
五

〜
二
十
分
後
と
さ
れ
て
い
る
。
津
波
の
規
模
が
想
定
外
だ
っ

た
こ
と
は
確
か
だ
。
避
難
所
が
流
さ
れ
た
事
実
も
あ
る
。
し

か
し
、
万
全
の
備
え
か
ら
く
る
心
の
ス
キ
は
な
か
っ
た
か
。

過
去
の
津
波
警
報
の
〝
空
振
り
〞
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
オ

カ
ミ
少
年
効
果
」
が
働
い
て
大
津
波
警
報
へ
の
判
断
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
。
警
報
を
待
た
ず
に
退
避
し
て

い
れ
ば
、
救
わ
れ
た
命
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
―
―
。 

 

「
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
」「
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」。

そ
う
言
っ
て
、
危
険
な
シ
グ
ナ
ル
を
軽
視
す
る
。
先
入
観
や

思
い
違
い
か
ら
危
険
を
過
小
評
価
し
て
し
ま
う
心
理
状
態
を

「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
と
呼
ぶ
。
例
え
ば
あ
な
た
が
あ
る
店

で
昼
食
中
に
火
災
報
知
器
が
鳴
っ
た
と
す
る
。
非
常
ベ
ル
と

共
に
店
外
へ
避
難
す
る
だ
ろ
う
か
。「
故
障
し
た
の
か
も
」「
誰

か
の
い
た
ず
ら
か
」
な
ど
と
考
え
、
そ
の
ま
ま
食
事
を
続
け

る
人
が
大
半
だ
ろ
う
。
過
去
に
そ
う
し
た
覚
え
が
あ
る
か
ら

だ
。
も
ち
ろ
ん
、「
い
や
、
私
な
ら
様
子
を
探
る
」
と
考
え
る

人
も
お
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
自
分
は
不
審
に
思
っ
て
も
、

周
囲
の
客
が
何
の
反
応
も
示
さ
な
け
れ
ば
ど
う
か
。
あ
な
た

は
安
心
し
て
避
難
行
動
を
起
こ
さ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
多

数
の
人
間
の
行
動
に
、
自
分
の
行
動
を
合
わ
せ
て
し
ま
う
心

理
状
態
を
「
多
数
派
同
調
バ
イ
ア
ス
」
と
言
う
。 

 

非
常
事
態
に
遭
遇
し
た
と
き
、
正
確
な
情
報
把
握
と
迅
速

な
状
況
判
断
が
、
致
命
傷
と
無
傷
を
分
け
る
決
め
手
と
な
る
。

だ
が
、
往
々
に
し
て
そ
れ
を
固
定
観
念
（
過
去
の
経
験
に
拘

束
さ
れ
自
身
が
執
着
し
て
い
る
考
え
）
と
既
成
概
念
（
広
く

一
般
に
通
用
し
て
い
る
考
え
）
と
い
う
魔
物
が
覆
い
隠
す
。

経
営
者
は
、
前
者
を
捨
て
、
後
者
を
破
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。「
前

回
は
あ
あ
だ
っ
た
か
ら
、
今
回
も
そ
う
だ
ろ
う
」「
皆
が
そ
う

考
え
て
い
る
な
ら
、
自
分
も
そ
う
考
え
よ
う
」
で
は
ダ
メ
だ
。

い
ず
れ
も
何
の
根
拠
も
な
い
偏
見
と
錯
覚
で
あ
る
。 

 

緊
急
時
の
思
い
込
み
は
、
自
ら
を
苦
境
に
追
い
込
む
最
短

の
手
段
と
な
る
。 
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危
機
管
理
の
失
敗
事
例
と
し
て
、
八
九
年
に
ア
ラ
ス
カ
湾

で
起
き
た
「
エ
ク
ソ
ン
・
バ
ル
デ
ィ
ー
ズ
号
原
油
流
出
事
故
」

が
有
名
だ
。
エ
ク
ソ
ン
（
現
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
）
の
原
油

タ
ン
カ
ー
が
座
礁
し
、
約
四
万
ト
ン
の
大
量
の
原
油
が
流
出

し
た
。
約
二
千
四
百
キ
ロ
の
海
岸
線
が
汚
染
さ
れ
、
対
応
の

遅
れ
か
ら
甚
大
な
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
、
エ
ク
ソ
ン
は

国
際
社
会
か
ら
猛
烈
な
非
難
を
浴
び
た
。
同
社
は
、
三
つ
の

失
敗
を
犯
し
た
。
第
一
は
、
消
極
的
な
情
報
公
開
で
あ
る
。

情
報
を
出
し
渋
り
マ
ス
コ
ミ
と
敵
対
し
た
。
第
二
が
、
危
機

対
応
の
鈍
さ
。
経
営
層
を
現
地
に
急
派
せ
ず
、
会
長
は
不
遜

な
態
度
で
事
故
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
。
第
三
は
お
粗
末
な

広
報
体
制
。
同
社
発
表
の
情
報
と
異
な
る
内
容
の
情
報
が
各

方
面
か
ら
流
れ
、
同
社
の
情
報
の
信
憑
性
を
失
墜
さ
せ
た
。

結
果
、
同
社
は
事
故
処
理
に
総
額
三
十
億
ド
ル
も
費
や
し
た
。 

 

ト
ッ
プ
が
責
任
回
避
に
終
始
し
、
緊
急
時
の
対
策
も
な
く
、

情
報
操
作
に
走
る
と
い
う
、
ま
さ
に
教
科
書
通
り
の
失
敗
例

で
あ
る
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
構
図
が
今
、
日
本
で
進
行
中
だ
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
物
質
漏
洩
事
故
で
、
東

京
電
力
が
国
内
外
か
ら
批
判
を
集
め
て
い
る
の
は
ご
承
知
の

通
り
で
あ
る
。
同
社
が
指
弾
さ
れ
る
理
由
は
次
の
三
点
だ
。

一
点
目
は
状
況
把
握
と
情
報
発
信
の
拙
さ
、
二
点
目
が
後
手

後
手
の
対
応
、
三
点
目
が
経
営
陣
の
危
機
意
識
の
低
さ
で
あ

る
。
要
領
を
得
な
い
会
見
内
容
、
緊
急
時
で
は
タ
ブ
ー
視
さ

れ
る
小
出
し
（
人
員
の
逐
次
投
入
）・
後
出
し
（
後
追
い
の
処

理
）
の
対
策
、
ト
ッ
プ
は
会
見
に
姿
を
見
せ
ず
、
役
員
が
地

元
住
民
に
初
め
て
謝
罪
し
た
の
は
地
震
発
生
か
ら
十
日
以
上

た
っ
た
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

危
機
の
前
触
れ
は
、
い
つ
も
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

や
っ
て
来
る
。
緊
急
事
態
が
起
き
れ
ば
緊
急
判
断
の
連
続
で
、

対
策
は
時
間
と
の
勝
負
に
な
る
。
そ
の
非
常
時
こ
そ
、
中
小

企
業
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
強
み
を
発
揮
す
る
こ
と
だ
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
早
期
復
旧
に
成
功
し
顧
客
の
信
頼

を
集
め
た
中
小
企
業
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
企
業

に
共
通
す
る
の
は
、
ト
ッ
プ
自
身
の
初
動
の
早
さ
で
あ
る
。

被
害
状
況
を
正
し
く
把
握
し
、
復
旧
ま
で
の
見
通
し
を
的
確

に
判
断
、
打
つ
べ
き
対
策
を
即
決
し
た
。
自
ら
取
引
先
を
訪

ね
、
必
ず
い
つ
ま
で
に
復
旧
す
る
と
明
言
し
、
商
品
納
入
や

製
品
供
給
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
こ
と
、
従
業
員
や
現
場
は

健
在
で
あ
る
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。
意
気
を
感
じ
た

顧
客
は
有
形
無
形
の
支
援
を
惜
し
ま
ず
、
災
害
と
向
き
合
う

ト
ッ
プ
を
激
励
し
た
。
こ
れ
が
早
期
復
旧
を
後
押
し
し
た
。 
 

震
災
復
旧
に
は
三
日
、
三
週
、
三
月
と
い
う
「
三
・
三
・

三
の
原
則
」
が
あ
る
。
三
日
以
内
に
応
急
処
置
を
、
三
週
間

以
内
に
当
面
の
原
状
回
復
に
向
け
た
復
旧
対
策
を
、
そ
し
て

三
カ
月
以
内
を
メ
ド
に
本
格
復
興
を
目
指
す
恒
久
対
策
を
打

つ
。
そ
れ
に
は
社
外
に
素
早
く
対
処
し
て
い
く
「
敏
感
力
」、

苦
境
に
あ
っ
て
も
社
内
で
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
「
鈍
感
力
」

を
備
え
た
「
ク
ラ
イ
シ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
が
経
営
者

に
は
求
め
ら
れ
る
。
と
は
言
え
、
過
去
に
緊
急
事
態
を
体
験

し
て
い
な
い
人
ほ
ど
、
災
害
に
直
面
す
る
と
動
揺
す
る
。
頭

の
回
転
が
い
く
ら
速
く
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
と
す
ぐ

に
頭
の
中
が
白
紙
に
な
る
人
に
航
空
管
制
官
は
任
せ
ら
れ
な

い
。
ク
ラ
イ
シ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
体
得
す
る
に
は
、

緊
急
事
態
と
遭
遇
し
、
混
乱
の
中
を
生
き
抜
く
経
験
を
積
む

こ
と
で
あ
る
。 

 
 

企
業
が
成
長
す
る
た
め
に
、
必
ず
通
過
せ
ね
ば
な
ら
な
い

〝
三
場
〞
が
あ
る
。
激
闘
を
演
じ
る
「
修
羅
場
」、
進
退
谷
（
き

わ
）
ま
る
「
土
壇
場
」、
こ
こ
ぞ
と
い
う
最
も
大
事
な
「
正
念

場
」
だ
。
こ
れ
ら
を
避
け
る
こ
と
が
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
だ
と
考
え
る
企
業
は
多
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
避
け

る
と
、
成
長
す
る
上
で
は
逆
に
リ
ス
ク
と
な
る
。
正
面
か
ら

挑
み
、
い
か
に
損
失
を
抑
え
て
す
り
抜
け
る
か
。
こ
れ
が
、

真
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
、
そ
の

真
価
を
試
さ
れ
る
局
面
が
来
て
い
る
の
だ
。 

以 
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